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第５節  開発課題実習 

小平キャンパスでは、生産電子情報システム技術科と生産機械システム技術科との 2

科による開発課題実習が実施されたが、全国の能開大では平成 26 年度から生産電気シス

テム技術科も同時に開設されることから、今回の開発課題実習の実施ケースは全国的に

見ても珍しいケースである。 

生産機械システム技術科との連携では、情報分野の技術・技能不足を懸念していたが、

平成 24 年度に関しては特に問題は無かった。しかし、継続テーマと成り、より完成度の

高い成果を目標とする場合には対応できない事も出てくると予想しているが、具体的な

対策はまだ検討されていない。 

他科との連携について検討したところ、生産電気システム技術科と生産電子情報シス

テム技術科とのすみ分けは難しい点も多く、両科が連携する課題の内容については何ら

かの修正も必要であると予想している。また、居住・建築システム技術系との連携につ

いては、一部の課題において実施可能であると考えているが、元々、居住・建築システ

ム技術系とは開発課題の取り組み方自体が異なる為、その点については十分な配慮が必

要である。 

今後他科との連携を進めるにあたり、大カリで適切な開発課題テーマ及び内容等につ

いて検討する予定である。 

 

５－１ 開発課題テーマ 

小平キャンパスでは、昨年度までの生産機械システム技術科、生産電子システム技術

科、生産情報システム技術科の 3 科による開発課題実習と同等の内容及び段取りで実施

された。 

平成 24 年度の開発課題テーマは以下のとおりである。 

① パートナーロボットの開発（継続テーマ） 

② 多品種・少量包装システムの開発（継続テーマ） 

③ 自動歩行補助車の開発 

④ 幼児を対象としたネットワーク監視システムの開発 

⑤ 磁石を用いた鉄塔用昇降装置の開発 

⑥ 非接触吸着パッドを用いた壁登り装置の開発 

⑦ コンベア式洗浄機能付き魚焼きグリル調理器の開発 

 

５－２ 開発課題発表会予稿 

次ページに、平成 24 年度 生産システム技術系の各開発課題発表会予稿集を示す。 
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